
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

            

 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

     

三
年
前
か
ら
原
材
料
の
値
上

げ
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
得

意
先
と
の
値
上
げ
分
の
価
格
転

嫁
へ
の
交
渉
も
一
部
に
と
ど
ま

り
、
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。 

 
政
府
で
も
中
小
企
業
の
経
営

改
善
や
賃
上
げ
の
実
現
に
は
、

労
務
費
、
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
な
ど
の
上
昇
分
を

適
切
に
取
引
価
格
に
転
嫁
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
、
毎
年

三
月
・
九
月
を
「
価
格
交
渉
促

進
月
間
」
に
し
て
、
適
正
な
価

格
転
嫁
に
向
け
て
、
思
い
切
っ

た
価
格
交
渉
を
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
経
済
産
業
省
の
調

査
で
も
こ
の
三
年
間
で
「
価
格

転
嫁
で
き
た
」
と
回
答
し
た
企

業
は
五
割
を
下
回
っ
て
い
る
の

が
現
状
の
た
め
、
公
正
取
引
委

員
会
に
お
い
て
、
「
労
務
費
の

適

切

な

転

嫁

の

た

め

の

価

格 

交
渉
に
関
す
る
指
針
を
公
表
し

ま
し
た
の
で
、
是
非
こ
の
機
会

に
得
意
先
に
対
し
て
価
格
交
渉

を
行
っ
て
下
さ
い
。 

     

こ

の

指

針

は

、

特

に

価

格

転
嫁
が
難
し
い
と
さ
れ
る
労
務

費
の
適
切
な
価
格
転
嫁
に
つ
い

て
、
発
注
企
業
、
受
注
企
業
双

方
が
採
る
べ
き
行
動
を
示
し
て

い
ま 

す
。 

■
指
針 

１. 

価
格
交
渉
及
び
価
格
転

嫁
へ
の
積
極
的
な
対
応 

発
注

企
業
に
お
か
れ
て
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
競
争
力
向

上
や
、
共
存
共
栄
の
関
係
の
構

築
に 

向
け
て
、
下
請
中
小
企

業
振
興
法
に
基
づ
く
「
振
興
基

準
」
に
則
り
、
受
注
側
中
小
企

業
か
ら
の
価
格
交
渉 

の
申
し

出
に
は
遅
滞
な
く
応
じ
、
価
格

転
嫁
に
積
極
的
に
応
じ
る
等
、

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。
受
注

側
中
小
企
業
に
お
か
れ
て
は
、

発
注
企
業
に
対
し
、
積
極
的
に

価
格
交
渉
を
申
し
出
る
と
と
も

に
、
「
下
請
か
け
こ
み
寺
」
や
、

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
「
価
格
転
嫁

サ
ポ
ー
ト
窓
口
」
と
い
っ
た
相

談
窓
口
を
活
用 

す
る
こ
と
。  

２.  

労
務
費
に
関
す
る
「
指

針
」
の
周
知
、
及
び
積
極
的
な

活
用 

労
務
費
に
関
す
る
「
指

針
」
に
内
容
に
つ
い
て
、
価
格

交
渉
の
場
に
お
い
て
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、  

（
１
）
発
注
企
業
に
お
か
れ
て

は
、
「
指
針
」
に
基
づ
い
て
、

受
注
側
中
小
企
業
と
の
価
格
交

渉
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
当
該

受
注
側
中
小
企
業
に
対
し
て
、

さ
ら
に
そ
の
受
注
企
業
に
対
し

て
も
、
価
格
交
渉
・
価
格 

転

嫁

を

行

う

よ

う

促

す

こ

と

。 

（
２
）
受
注
側
中
小
企
業
に
お

か
れ
て
は
、
「
指
針
」
を
価
格

交
渉
の
材
料
と
し
て
活
用
す
る
。  

３. 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

に
対
す
る
御
協
力
（
受
注
側
中

小
企
業
の
皆
様
） 

９
月
下
旬

以
降
、
受
注
側
中
小
企
業
の
皆

様
を
対
象
に
実
施
を
予
定
し
て

い
る
、
下
記
内
容
の
調
査
の
依 

頼
が
あ
っ
た
場
合
、
対
象
と
な

っ
た
方
に
お
か
れ
て
は
、
積
極

的

に

回

答

す

る

こ

と

。 

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
受

注
側
中
小
企
業
３
０
万
社
が
調

査
対
象
。
そ
の
対
象
者
は
、
主

要
な
発
注
者
（
最 

大
３
社
。

国
・
地
方
自
治
体
も
含
む
）
と

の
価
格
交
渉
や
価
格
転
嫁
の
状

況
に
つ
い
て
回
答
。
）  

（
２
）
下
請
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
重

点
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
受
注
側

中
小
企
業
２
０
０
０
社
程
度
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。 

価
格
交
渉

や

価

格

転

嫁

の

実

態

を

聴

取
。
） 

な
お
、
本
調
査
の
結
果

に
基
づ
き
、
発
注
企
業
ご
と
の

価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の
取
組

状
況
を
公
表
す
る
と 

と
も
に
、

か
つ
、
そ
の
結
果
が
芳
し
く
な

い
発
注
企
業
に
対
し
て
は
、
下

請
中
企
業
振
興
法
に
基
づ
く
、

事 

業

所

管

大

臣

名

で

の

指

導
・
助
言
を
実
施
す
る
等
、
発

注
企
業
に
お
け
る
自
発
的
な
取

引
方
針
の
改
善
を
促
す
上
で
の

重
要
な
情
報
と
な
る
た
め
、
調

査
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
お
か

れ
て
は
、
可
能
な
限
り
正
確
、

か
つ
、
詳
細
に
本
調
査
に
回
答

す
る
こ
と
。  

４. 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
へ
の
参
加 

サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
の
価
値
の
増
大
、

共
存
共
栄
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と

し

て

政

府

が

推

進

す

る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」
に
未
参
加
の
企
業
に
お
か

れ
て
は
、
参
加
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
。 

既
に
宣
言
さ
れ

て
い
る
企
業
に
お
か
れ
て
は
、

自
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
に
つ
い
て
、
調
達 

担

当
の
方
々
へ
、
一
層
の
浸
透
を

図
る
こ
と
。 
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得
意
先
に
対
し
交
渉
の
申
し
出
を 

価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
へ
の
積
極
的
取
組
み 
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Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｇ
Ｐ
ジ
ャ

パ
ン
は
、
九
月
十
二
日(

木)

午

後
四
時
半
よ
り 

江
東
区
越
中

島
の
本
社
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
於

い
て
「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ラ
ベ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
勉
強
会
」
を 

開
催
し
、
当
組
合
や
正
札
シ
ー 

ル
組
合
、
神
奈
川
協
組
な
ど
か 

 

ら
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

省

ス

ペ

ー

ス

ト

ナ

ー

ラ

ベ

ル

P
O

D

「B
I
Z

P
R

E
S

S
1

3

」
、

T
r

u
p

r
e

s
s

 
A

B
E

L
3

5
0

U
V

 

S
A

I

と
新
機
能
「
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
イ
マ
ー
」
、
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
後
加
工
機
「R

O
S

E

」
、
レ

ー
ザ
ー
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
後
加
工

機
「C

A
R

T
E

S

」
で
、
担
当

者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

特
に
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
内
で
は

最
小
レ
ベ
ル
の
省
ス
ペ
ー
ス
ラ

ベ
ル
、
ト
ナ
ー
ラ
ベ
ル

P
O

D

は 

畳
一
畳
に
収
ま
る
圧
倒
的

な
省
ス
ペ
ー
ス
で
、
フ
イ
ル
ム

に
も
対
応
す
る
広
い
基
材
適
性

が
特
徴
。 

 

一
方
、
Ｕ
Ｖ
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
ラ
ベ
ル
印
刷
機
「3

5
0

U
V

  

S
A

I

」
は
、
ロ
ー
ル

t
o

ロ
ー

ル
の
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
用
デ
ジ
タ

ル
印
刷
機
で
、
別
室
に
於
い
て

実
機
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
が
、

シ
リ
ー
ズ
出
荷
累
計
三
百
台
を

達
成
し
た
機
種
だ
け
に
関
心
も

高
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

同
社
で
は
十
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
五
日
に
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
る
「
ラ
ベ
ル
フ
ォ

ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン
」
に
出
店
予

定
で
す
。 

  

組
合
ま
つ
り
が
開
催 

 
 

 

今
年
も
恒
例
の
「
組
合
ま
つ

り
」
が
、
東
京
都
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
主
催
で
十
月
三
十

日(

水)

、
三
十
一
日(

木)

に
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
Ｅ

で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

東
京
と
全
国
の
中
小
企
業
組

合
が
大
集
結
し
、
中
小
企
業
の

「
技
」
と
「
食
」
を
見
て
知
っ

て
楽
し
め
る
組
合
ま
つ
り
。 

①
モ
ビ
リ
テ
ィ
②
も
の
づ
く
り

③
く
ら
し
④
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
⑤
伝
統
工
芸
品
⑥
食
品
⑦
伊

豆
小
笠
原
諸
島
⑧
経
済
⑩
全
国

物
産
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
出

展
さ
れ
ま
す
。 

 

 

坂
内
仁
英
氏
が
逝
去 

 
 

(

有)

光
英
堂
シ
ー
ル
印
刷
代

表
取
締
役
社
長
の
坂
内
仁
英
氏

は
、
か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中

の
と
こ
ろ
九
月
十
三
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。 

氏

は

組

合

の

理

事

、

常

務

理
事
、
技
術
委
員
長
、
東
支
部

長
と
要
職
を
歴
任
し
組
合
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
プ 

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ゴ
ル
フ
や
組

合
の
会
合
の
後
に
は
仲
間
と
カ

ラ
オ
ケ
を
歌
う
の
が
楽
し
み
で

し
た
。 

 

創
風
シ
ス
テ
ム
新
潟
出
張
所 

  

㈱
創
風
シ
ス
テ
ム(

近
藤
富

士
子
社
長)

は
、
九
月
二
日
よ

り
新
潟
事
務
所
を
先
に
開
設
し

ま
し
た
。 

 
新
潟
市
中
央
区
西
堀
通
三
番

町
二
五
八
番
四
一 

西
堀
フ
ロ

ン
ト
二
階 

電
話
〇
二
五-

二

〇
一-

八
八
二
三 

                                 

SCREEN GP ジャパン  

ラベルソリューション勉強会を  

UV インキジェット印刷機など紹介  



 

東
京
都
で
は
十
月
一
日
よ
り

最
低
賃
金
を
こ
れ
ま
で
の
時
間

一
一
一
三
円
か
ら
。
五
十
円
引

き
上
げ
て
一
一
六
三
円
に
な
り

ま
し
た
。 

 

最
低
賃
金
は
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
を
含
む
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
に
は

罰
則
を
も
っ
て
最
低
賃
金
額
以

上
の
支
払
い
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
都
内
で
は
最 

                     

低
賃
金
に
満
た
な
い
金
額
で
の

賃
金
支
払
い
や
求
人
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
発
生
の
大
き
な
原
因

の
一
つ
と
し
て
、
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
に
対
す
る
理
解
不
足

や
改
正
さ
れ
た
最
低
賃
金
額
を

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

未
然
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
に
は
広
く
多
く
の
人
に
早
急

に
最
低
賃
金
額
を
周
知
す
る
必 

                     

要
が
あ
る
た
め
、
東
京
都
で
は

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
る
。 

 

東
京
都
で
は
最
低
賃
金
引
き

上
げ
に
伴
う
影
響
を
考
慮
し
て
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
か

ら
の
引
き
上
げ
に
向
け
た
環
境

整
備
の
た
め
の
業
務
改
善
助
成

金
等
の
各
種
助
成
金
制
度
を
設

け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
利

用
の
促
進
も
図
る
と
し
て
い
る
。 

業
務
改
善
助
成
金
と
は
、
事 

                     

業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金
を
三

十
円
以
上
引
上
げ
、
生
産
性
向

上
に
資
す
る
設
備
投
資
を
行
っ

た
場
合
に
、
そ
の
設
備
投
資
に

か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。 

 

対
象
事
業
者
の
・
申
請
の
単

位
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
で
あ
る
こ
と
、
事
業
内
最

低
賃
金
と
地
域
別
最
低
賃
金
の

差
額
が
五
十
円
以
内
で
あ
る
こ

と
、
解
雇
、
賃
金
引
き
下
げ
な

ど
の
不
交
付
事
由
が
な
い
こ
と

で
す
。 

 

以
上
の
条
件
を
満
た
し
た
事

業
者
は
、
事
業
内
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
計
画
と
設
備
投
資
等

の
計
画
を
立
て
て
、
工
場
や
事

務
所
な
ど
の
労
働
者
が
い
る
事

業
場
ご
と
に
申
請
し
ま
す
。 

 

最
終
的
に
は
設
備
投
資
な
ど

の
計
画
に
対
し
て
最
大
六
百
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

東
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
課 

最
低
賃
金
係 

電
話

三
五
一
二
・
一
六
一
四 

 

又
は
東
京
都
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
で
。 

ホ

ー

ム
 
|
 

東

京

労

働

局 

(
m
h
l
w
.
g
o
.
j
p
)
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大

阪

シ

ー

リ

ン

グ

印

刷

が

ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
委
託
し

て
い
る
三
六
事
業
者
に
責
任
が

な
い
の
に
、
二
万
四
六
〇
〇
回

に
わ
た
っ
て
無
償
で
デ
ザ
イ
ン

の
や
り
直
し
を
さ
せ
て
い
た
こ

と
が
下
請
法
違
反
に
あ
た
る
と

し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
今

年
六
月
十
九
日
に
大
阪
シ
ー
リ

ン
グ
印
刷
（
大
阪
市
）
に
対
し
、

再
発
防
止
な
ど
を
勧
告
。 

こ

れ

を

受

け

て

、

全

日

本

シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
連
合
会

は
七
月
に
経
済
産
業
省
よ
り
要

請
を
受
け
て
、
全
国
の
九
組
合

と

会

友

二

四

五

社
に

対

し

て

「
緊
急
点
検
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
集
計

委
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
「
下
請
事
業

者
に
や
り
直
し
を
さ
せ
た
こ
と

が
あ
る
か
」
に
つ
い
て
は
「
あ

る
」
と
答
え
た
の
は
四
社
で
、 

「
下
請
事
業
者
に
責
任
が
な
い

の
に
受
領
後
や
り
直
し
を
行
わ

せ
た
場
合
費
用
を
全
額
負
担
し

た
か
」
で
は
三
社
が
「
し
た
」

と
回
答
、
一
社
は
「
下
請
事
業

者
と
あ
ら
か
じ
め
協
議
し
二
～ 

    

三
回
の
微
調
整
を
含
む
約
束
で

発

注

し

て

い

る

」

と

回

答

、

「
下
請
法
違
反
に
該
当
す
る
結

果
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。 

 

当
組
合
員
の
中
に
は
「
む
し

ろ
我
々
が
下
請
け
事
業
者
の
立

場
で
仕
事
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス

で
難
癖
を
つ
け
ら
れ
て
、
代
金

を
払
っ
て
貰
え
な
か
っ
た
り
、

不
当
な
値
引
き
を
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
う
し

た
こ
と
も
調
査
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
も
あ
っ
た
。 

 

連
合
会
で
は
次
の
再
発
防
止

策
を
ま
と
め
た
。 

 

①
年
次
大
会
神
奈
川
大
会
に

於
い
て
公
取
委
に
よ
る
「
下
請

法
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
」
の
研

修
会
実
施 

 

②
各
協
組
で
研
修
会
を
実
施

し
「
下
請
法
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

法
」
の
知
識
習
得 

 

③
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で 

「
取
引
構
造
の
適
正
化
に
向
け

た
情
報
発
信
」 

 

④
法
令
順
守
体
制
の
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
の
実
施 

 

    

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

麿

秀

晴

会

長)

は

、

こ

の

ほ

ど

「

社

会

責

任

報

告

書

二

〇

二

四
」
を
発
行
し
ま
し
た
。 

本

報

告

書

は

二

〇

一

六

年

に
印
刷
産
業
の
業
界
団
体
を
代

表
し
て
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
社

会
責
任
報
告
書
の
系
譜
で
あ
り
、

印

刷

産

業

に

関

わ

り

の

あ

る 

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に

対

し

、

業

界

全

体

の

Ｓ

Ｒ

（
社
会
的
責
任
）
を
ご
理
解
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
一

般
社
団
法
人
日
本
印
刷
産
業
連

合 

会
（
以
下
、
日
印
産
連
）

が
二
〇
二
二
年
度
お
よ
び
二
〇

二
三
年
度
に
取
組
ん
だ 

活
動

を
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
す
。  

ま

た

、

本

報

告

書

は

、

国

連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト 

へ
の
報
告
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

主
な
内
容
は
次
の
通
り
。 

 

■
新
た
な
価
値
創
出
に
向
け

た
活
動   

１. 

地
方
創
生
推
進
活
動  

２. 

Ｄ
Ｘ
推
進
と
情
報
セ
キ
ュ 

リ
テ
ィ
・
個
人
情
報
保
護
活
動 

     

３. 

技
術
向
上
・
知
的
財
産

保
護
活
動 

適
正
で
誠
実
な
企

業
行
動
の
推
進   

４. 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進

活
動  

５. 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
活

動  

６. 

労
働
安
全
衛
生
推
進
活
動 

地
球
環
境
へ
の
高
い
配
慮  

７. 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動 

８. 

印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場

表
彰
活
動  

９. 

グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
（
Ｇ
Ｐ
）
認
定
活
動  

⒑. 

グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
認
定
制
度
の
普
及
活
動 

社

会
に
向
け
た
情
報
受
発
信
の
強

化   

⒒. 

印
刷
製
品
の
コ
ン
ク
ー
ル

開
催  

⒓. 

そ
の
他
の
活
動 

印
刷
産

業
の
社
会
貢
献
活
動  

                                  

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
が 

「
社
会
責
任
報
告
書
」
を
発
行 

 

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
連
合
会 

「
緊
急
点
検
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を 

下
請
法
違
反
に
該
当
す
る
事
案
は
な
し 

 



■
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
と
は 

 
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
と
は

“
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
”
と
呼
ば

れ
る
細
菌
の
一
種
に
感
染
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
肺
炎
の
こ
と
で
す
。
小
児
や

若
い
世
代
に
比
較
的
よ
く
見
ら

れ
る
肺
炎
で
あ
り
、
発
症
者
の

約
八
割
は
十
四
歳
以
下
で
あ
る 

               

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

マ

イ

コ

プ

ラ

ズ

マ

肺

炎

は

大
人
の
場
合
で
も
比
較
的
、
若

年
者
に
多
く
、
高
熱
以
外
の
重

篤
な
症
状
は
現
れ
に
く
く
、
発

症
し
た
と
し
て
も
全
身
の
状
態

は
そ
こ
ま
で
悪
く
な
い
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

中
に
は
呼
吸
不
全
を
伴
う
よ
う

な
細
気
管
支
炎
を
引
き
起
こ
し

て
入
院
治
療
が
必
要
に
な
っ
た

り
、
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起

こ
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。 

■
そ
の
原
因
と
は 

 

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
は
、

細
菌
の
一
種
で
あ
る
“
マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ
”
に
感
染
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病

気
で
す
。 

マ

イ

コ

プ

ラ

ズ

マ

は

、

飛

沫
感
染
と
接
触
感
染
に
よ
っ
て

感
染
者
か
ら
周
囲
の
人
に
感
染

が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
飛
沫

感
染
と
は
、
病
原
体
が
含
ま
れ

た
感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
の

し
ぶ
き
（
飛
沫
）
を
吸
い
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
感
染

す
る
経
路
の
こ
と
で
す
。 

一

方

、

接

触

感

染

と

は

、

病
原
体
が
付
着
し
た
物
に
触
れ
、

そ
の
手
で
鼻
や
口
を
触
る
こ
と

に
よ
っ
て
体
内
に
病
原
体
を
取

り
入
れ
て
し
ま
う
感
染
経
路
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
周

囲
に
感
染
者
が
い
る
と
感
染
す

る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
特
に

小
児
の
集
団
生
活
の
場
で
感
染

が
広
ま
る
こ
と
が
少
な
く
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

マ

イ

コ

プ

ラ

ズ

マ

肺

炎

は

冬
に
感
染
者
が
や
や
増
え
る
も

の
の
、
一
年
を
通
し
て
発
症
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。 

 

■
ど
ん
な
症
状
が 

 

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
は
、

原
因
と
な
る
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

に
感
染
し
て
二
～
三
週
間
の
潜

伏
期
間
を
経
た
後
に
発
熱
、
だ

る

さ

、

頭

痛
な

ど

一

般

的

な

“
風
邪
症
状
”
が
現
れ
る
の
が

特
徴
で
す
。 

肺

炎

の

特

徴

的

な

症

状

で

あ
る
咳
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
は

発
症
後
三
～
五
日
ほ
ど
経
っ
て

か
ら
現
れ
る
こ
と
が
多
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
熱
な

ど
の
全
身
症
状
は
通
常
数
日
で

改
善
し
ま
す
が
、
咳
の
み
が
一

か
月
ほ
ど
続
く
の
も
特
徴
の
一

つ
で
す
。 

そ

の

ほ

か

に

も

胸

の

痛

み

、

喉
の
痛
み
、
声
の
か
す
れ
、
下

痢
・
嘔
吐
、
皮
疹
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
重
症
化
し
た
場
合
は

細
気
管
支
炎
を
併
発
し
、
ゼ
イ

ゼ
イ
と
し
た
苦
し
そ
う
な
呼
吸

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
耳
炎
、

髄
膜
炎
、
肝
炎
関
節
炎
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ

す
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
特
に
成
人

が
発
症
す
る
と
小
児
よ
り
も
重

症
化
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 ■

治
療
方
法
と
は 

 

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
の
治

療
は
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
を
死

滅
さ
せ
る
た
め
の
抗
菌
薬
に
よ

る
薬
物
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。 

主
に
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
と
呼
ば

れ
る
種
類
の
抗
菌
薬
が
用
い
ら

れ
ま
す
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

は
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
の
抗
菌
薬

が
効
か
な
い
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

が
多
く
出
現
す
る
よ
う
に
な
り
、

ほ
か
の
種
類
の
抗
菌
薬
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。 

ま

た

、

そ

の

ほ

か

に

も

咳

止
め
や
解
熱
剤
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
症
状
を
和
ら
げ
る
た
め
の
薬

物
療
法
も
並
行
し
て
行
わ
れ
る

の
が
一
般
的
で
す
。
さ
ら
に
、

呼
吸
困
難
や
脱
水
な
ど
の
症
状

が
強
い
と
き
は
、
酸
素
投
与
や

点
滴
が
必
要
と
な
る
た
め
入
院

治
療
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
細
気
管
支
炎
の
合

併
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
早

期
か
ら
ス
テ
ロ
イ
ド
治
療
を
併

用
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

【
参
考
資
料
】 

m
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No210 健康がいちばん !  

子どもに多いマイコプラズマ肺炎  

飛沫感染と接触感染が原因  
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M

U
T

O
H

 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
傘
下
で
、
大
判
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
な
ら
び
に
３

D
 

プ

リ

ン

タ

の

開

発

・

製

造
・
販
売 

を
展
開
し
て
い
る

武
藤
工
業(

世
田
谷
区
池
尻
三

の
一
の
三 

電
話
六
七
五
八-

七

〇

一

一

)

は

従

来

機

「

V
a

lu
e

J
e

t
 

1
6

3
8

U
R

 

M
a

r
k
Ⅱ

」
の
後
継
機
種
と
な

る
「X

p
e

r
t
J

e
t
 1

6
8

2
U

R

」 
 

 
 

を
こ
の
ほ
ど
販

売
開
始
し
ま
し

た
。
同
機
は
従

来
機
の
ス
ペ
ッ

ク
を
徹
底
的
に

見
直
し
、
新
た

に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
高
速
か
つ

多
用
途
に
対
応

し
た

R
o

llt
o

 

R
o

llU
V

 E
D

 

                 

プ
リ
ン
タ
で 

す
。
従
来
機
比 

で
最
大

6
3

％ 

の
生
産
性
向
上 

 

 

  

  

 

を
実
現
し
、
引
戻
す
こ
と
な
く

一
度
の
メ
デ
ィ
ア
搬
送
で
最
大

五 

層
ま
で
の
印
刷
機
能
を
標

準
搭
載
し
ま
し
た
。 

ま
た
、

健
康
リ
ス
ク
に
配
慮
し
た
安
全

性
の
高
い
イ
ン
ク
「U

S
6

1

」

（
を
採
用
し
て 

お
り
、
様
々

な
用
途
に
安
心
し
て
使
用
で
き

る
プ
リ
ン
タ
ー
。 

 

    

   M
U

T
O

H

独
自
技
術
を
継
承

し
つ
つ
、
更
に 

進
化
し
た
オ

ー
ル
ラ
ウ
ン
ド

U
V

プ
リ
ン

タ
で
す
。 

 

同
機
は
、
屋
内
サ
イ
ン
・
加

飾
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
中
心
と

し
た
、
ソ
フ
ト
サ
イ
ン
、
ウ
ィ

ン
ド
ウ
グ
ラ
フ 

ィ
ッ
ク
、
両

面
ス
テ
ッ
カ
ー
、
シ
ー
ル
ラ
ベ

ル
な
ど
の
用
途
に
使
用
可
能
で

あ
り
、
店
舗
装
飾
・
公
共
施
設

装
飾
・
表
示
板
な
ど
の
市
場
に

最

適

な

高

速

・

高

品

質

の

”
M

a
d

e
 

in
 

J
a

p
a

n
 

Q
u

a
lit

y
”
 

を
届
け
ま
す
。 

 
 

同
機
の
特
徴
と
し
て
は
、 

■
従
来
機
比

6
3

％
生
産
性

U
P

 ①

新

た

に

当

社

従

来

機

の

最
速

1
6

.7
㎡/

ｈ
を
は
る
か

に 

上
回
る
、2

7
.3

㎡/

ｈ
の

ド
ラ
フ
ト
モ
ー
ド
追
加
で
最
大

生
産
性
向
上
、
ま
た
標
準
で
使

用
さ
れ
る

P
r

o
d

u
c

t
io

n
モ

ー
ド
な
ど
各
印
刷
モ
ー
ド 
も
、

よ
り
速
く
な
り
生
産
性
が
向
上
。

よ
り
短
納
期
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。  

 

■
最
大
五
層
ま
で
の
印
刷 

   

②

標

準

機

能

で

、

一

度

の

メ
デ
ィ
ア
搬
送
で
最
大
５
層
ま 

で
の
印
刷
が
可
能
で
す
。
メ
デ

ィ
ア
の
引
戻
し
動
作
が
な
い
た 

め
、
重
ね
た
印
刷
層
の
印
刷
ズ

レ
発
生
リ
ス
ク
が
減
り
、
ゴ
ミ

や
埃
の
付
着
も
軽
減
さ
れ
る
た

め

、

印

刷

作

業

の

や

り

直

し 

が
な
く
、
ま
た
長
尺
印
刷
も
可

能
に
な
り
ま
し
た
。 

■
健
康
リ
ス
ク
に
配
慮
し
た

イ
ン
ク
特
性 

③
「U

S
6

1

」
は
、
作
業
者

の

健

康

リ

ス

ク

に

配

慮

し

た 

U
V

-L
E

D
 

イ
ン
ク
で
す
。
ま

た
、
作
業
性
を
考
慮
し
た
延
伸

性
と 

耐
擦
過
性
を
両
立
し
た

優
れ
た
イ
ン
ク
で
す
。 

■
オ
ペ
レ
ー
タ
ア
シ
ス
ト
機
能 

④X
p

e
r

t
J

e
t
 1

6
8

2
U

R

」

は
、
プ
リ
ン
タ
を
使
用
す
る
オ

ペ
レ
ー
タ
を
ア
シ
ス
ト
す
る
各

種
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
機

能
と
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
を
備
え
、

日
々
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
効
率

化
し
ま
す
。  

  

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 

m
u

t
o

h
.c

o
.jp
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・ 

新 

製 

品 

第
二
一
五
回

「
武 

藤 

工 

業
」 

高速、且つ、多用途に対応した    

Rol l  t o  Ro l l  UV-LED プリンタ  

https://www.mutoh.co.jp/whatsnew/pdf/info_20240910_01.pdf

